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とした観劇会

ったので、

バザーはやめない

フォームをそろえたり

◆中学校では

◆ＰＴＡのお

教職員組合

校でもバザーを

えているとのこと

◆それは学校

する寄付は

はこうした

◆「学校にはお

◆部活動にそんな

の教育活動

とをするのが

◆学校は何のためにあるのかということを

ＰＴＡという

◆バザーと廃品回収

の特別会計

◆活動を何もやっていないからお

が 10 万円

合計が 122,500

全くやっていない

◆こんなにお

も呼びかけてやることを

◆平日の午前中

来ないからと

◆参加者が少

◆ＰＴＡ活動

を削らず、

というところを

◆お母さんたち

ら、皆働き

いう人は、

小学校ＰＴＡ

観劇会を開催

、バザーの収益金

バザーはやめない。

フォームをそろえたり

ではＰＴＡの

のお金の使い

教職員組合に行って

バザーを行ってその

えているとのこと。

学校に対する

は教育委員会

はこうした実態をつかんでいないのではないか

にはお金がない

にそんな立派

教育活動に必要なものを

とをするのが役割でしょう

のためにあるのかということを

という組織そのものを

廃品回収の

特別会計の繰越金

もやっていないからお

万円、文化委員会

122,500 円。

くやっていない。

こんなにお金が残っているのなら

びかけてやることを

午前中に講演会

ないからと、講演会

少なくても

活動が大変だからと

、削ってはいけないところをどんどん

というところを押さえて

さんたち、忙しい

き始めている

、現実として

～ＰＴＡと学校の関係は？～

ＰＴＡでバザーをやっているのだが

開催していた。

収益金の使

。収益金を出

フォームをそろえたり、部活動

の会計から部活動援助費

い方や学校支援

って、他の学校

ってその収益金

。 

する寄付行為ですよね

教育委員会を窓口にして

をつかんでいないのではないか

がない」と校長先生

立派なユニフォームが

なものを買えるように

でしょう。 

のためにあるのかということを

そのものを維持

の収益金は特別会計

繰越金が約 90 万円

もやっていないからお

文化委員会 1 万円

。文化委員会

。 

っているのなら

びかけてやることを考えましょうと

講演会を開いても

講演会を開かなくなってしまった

なくても講演会をやって

だからと年々

ってはいけないところをどんどん

さえていないからそうなってしまう

しい人がほんとうに

めている。子どもの

として減ってきている

6 月例会報告

ＰＴＡって何？

～ＰＴＡと学校の関係は？～

でバザーをやっているのだが

。今は、市

使いみちがなくなった

出してしまうから

部活動の子どもたち

部活動援助費

学校支援ボランティアのあり

学校の様子を

収益金で部活動

ですよね。

にして行ってもらっている

をつかんでいないのではないか

校長先生がいつ

なユニフォームが必要

えるように

 

のためにあるのかということを

維持していくということ

特別会計に

万円ある。一般会計

もやっていないからお金が残ってしまう

万円、学年委員会

文化委員会がやっている

っているのなら、普段呼

えましょうと

いても、参加

かなくなってしまった

をやって、その

年々いろいろなことを

ってはいけないところをどんどん

いないからそうなってしまう

がほんとうに多

どもの教育のことを

ってきている。
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～ＰＴＡと学校の関係は？～

 

でバザーをやっているのだが、

市の予算がついて

いみちがなくなった

してしまうから、その

どもたち全員共通

部活動援助費を出している

ボランティアのあり

を聞いてきました

部活動のユニフォームを

。以前教育委員会

ってもらっている

をつかんでいないのではないか。 

がいつも言っていましたよ

必要ですか？

えるように、ＰＴＡが

のためにあるのかということを根本から考

していくということ

に入って、ＰＴＡ

一般会計の

ってしまう。

学年委員会 6500 円

やっている活動はパトロールだけ

普段呼べないような

えましょうと言ったのですが

参加する人が限

かなくなってしまった。

その記録をつくって

いろいろなことを削

ってはいけないところをどんどん削ってきてしまっている

いないからそうなってしまう

多くて…。貧乏

のことを、率先

。学校行事とか

月例会報告 

ＰＴＡって何？ 

～ＰＴＡと学校の関係は？～

、その収益金

がついて学校主催

いみちがなくなった。それならバザーをやめればいいのに

その使い道

全員共通のＴシャツを

している。 

ボランティアのあり方に大

いてきました。中学校

のユニフォームを

以前教育委員会に問

ってもらっている」ということだった

 

っていましたよ

？ 学校にお

が一緒になって

考えていかないと

していくということ自体

、ＰＴＡ活動

の予備費が

。委員会の

円、校外委員会

はパトロールだけ

べないような人を

ったのですが。 

限られてしまう
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をつくって会員

削ってきているけれど

ってきてしまっている

いないからそうなってしまう。 

貧乏でなくても

率先して学校

とかＰＴＡ

  

～ＰＴＡと学校の関係は？～ 

収益金で以前

学校主催の観劇会

それならバザーをやめればいいのに

道に困って

シャツを買

 

大いに疑問

中学校はもちろん

のユニフォームを買ったりするという

問い合わせたときは

ということだった

っていましたよ。 

にお金がないのなら

になって行政

えていかないと。

自体が危うい

活動には使われないのですが

が 100 万円もある

の活動費を

校外委員会 1000

はパトロールだけ。

を呼んで講演会

 

られてしまう、いつも

会員の人に

ってきているけれど

ってきてしまっている

でなくても子どもが

学校と関わってやっていこうと

ＰＴＡがどういうことをやっている

以前は子どもたちを

観劇会をやるようにな

それならバザーをやめればいいのに

って、今は部活動

買ったりしている

疑問を感じたので

はもちろん、最近

ったりするという

わせたときは、「

ということだった。教育委員会

がないのなら、

行政に交渉するというこ
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。講演会、学習会

講演会を、地域

いつも決まった

に報告する。

ってきているけれど、削るべきところ

ってきてしまっている。ＰＴＡ

どもが小学校

わってやっていこうと

がどういうことをやっている

どもたちを対象

をやるようにな

それならバザーをやめればいいのに、

部活動のユニ

ったりしている。 

じたので、先日

最近は小学

ったりするという学校が増

、「学校に対

教育委員会

、学校本来

するというこ

われないのですが、そ

 

広報委員会
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学習会など

地域の人に

まった人しか

。 

るべきところ

。ＰＴＡとは何か

小学校に入った
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対象
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、
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増

対
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そ

広報委員会

の
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に
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かということに

しない。そういう

危うい。 

ＰＴＡは親

◆うちの学校

育に協力してほしいと

いうことを

かったらしい

校と共に在

◆ＰＴＡがパトロール

しまうことがある

◆以前は校外委員会

だからと、

◆忙しくてＰＴＡ

いるのかどうか

んなが関われるのか

ＴＡ本来の

係をポイント

しまう。こんな

◆ＰＴＡ主催

いない。集

そういう活動

◆ＰＴＡは親

育について

◆たとえ学校主催

とを出しあって

振り分けすればいいんです

これはＰＴＡ

◆ＰＴＡのバザーは

足りないという

◆昔は親たちにも

たりした。

どもからお

◆お金を出せば

◆子どものために

なってしまっている

◆子どもが育

ＴＡだと思

◆例えば、中学校

かということに関心

そういう現実

 

親と教師が共

学校は昨年保護者会

してほしいと

いうことを前面に出

かったらしい。そういう

在れるかというのはとても

がパトロール

しまうことがある。

校外委員会でパトロールをやっていましたが

、会員全員

ＰＴＡに参加

いるのかどうか見直

われるのか

の活動もせず

をポイント制で親

こんなＰＴＡ

主催の懇談会

集まりは悪くても

活動を重ねていくことが

親と教師が

について話し合いができる

学校主催の保護者会

しあって話し

けすればいいんです

ＰＴＡがやること

のバザーは子

りないという。こんなに

たちにも時間

。各委員会

どもからお金はとらない

せば何でもできるという

どものために活動

なってしまっている

育つために

思う。 

中学校にも

関心がない人がほとんど

現実の中でＰＴＡ

が共に子どもの

昨年保護者会から

してほしいと。その前

出しすぎてしまって

そういう学校側

れるかというのはとても

がパトロール活動をする

。なのでうちの

でパトロールをやっていましたが

会員全員に呼びかけてパトロール

参加する人が

見直す、本来の

われるのか一生懸命考

もせず、学校行事

親たちに半ば

ＴＡならいらないとさえ

懇談会、クラス懇談会

くても、なるべく

ねていくことが

が共に子どもの

いができる場

保護者会であっても

し合えればいいのだが

けすればいいんです  

がやること、これは

子どもにお金

こんなに子どもにお

時間の余裕があったから

各委員会で輪投げとかヨーヨーつりとかのコーナーを

はとらない。 

でもできるという

活動するということが

なってしまっている。 

つために何が必要かを

にも給食をという

がほとんど

ＰＴＡという

どもの教育を

からＰＴＡになりました

前の校長の

しすぎてしまって、

学校側のニーズがある

れるかというのはとても問題

をする時、どうしても

なのでうちのＰＴＡ

でパトロールをやっていましたが

びかけてパトロール

が少なくなっているのなら

の活動をしているのに

一生懸命考える。でも

学校行事や教育活動

ば強制的にやらせているのでは

ならいらないとさえ

懇談会や学年懇談会

なるべく多くの

ねていくことが大事。

どもの教育を

場があればいい

であっても、

えればいいのだが

 

これは学校がやることってね

金を使わせる

どもにお金

があったから

げとかヨーヨーつりとかのコーナーを

でもできるという形になっているのはやはりよくない

ということが、

かを一緒に

をという時に、
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がほとんど。講演会をやろうとしても

という組織そのものを

を考える場

になりました

の時は、ＰＴＡ

、失敗したんですけど

のニーズがある中、ＰＴＡ

問題。 

どうしても子どもたちを

ＰＴＡではパトロール

でパトロールをやっていましたが

びかけてパトロール係をしてもらうように

なくなっているのなら

をしているのに

でも、ただただ

教育活動へのお

にやらせているのでは

ならいらないとさえ思ってしまう

学年懇談会、

くの親たちに

。 

を考える場。

があればいい。 

、そこでそれぞれが

えればいいのだが、それもできていない

がやることってね

わせる。一年生

金を使わせるバザーはおかしい

があったから、教室に暗幕

げとかヨーヨーつりとかのコーナーを

になっているのはやはりよくない

、目に見える

に考えて、根本的

、署名を集めるという

をやろうとしても

そのものを維持

場 

になりました。校長が

、ＰＴＡをつくってお

したんですけど

、ＰＴＡという

どもたちを

ではパトロール活動

でパトロールをやっていましたが、委員会

をしてもらうように

なくなっているのなら、その

をしているのに参加者が

ただただＰＴＡ

へのお手伝いばかりしている

にやらせているのでは

ってしまう。 

、地区懇談会

たちに参加してもらえるような

。特別な行事

そこでそれぞれが抱

それもできていない

がやることってね 

一年生の子が 500

わせるバザーはおかしい

暗幕を張ってお

げとかヨーヨーつりとかのコーナーを

になっているのはやはりよくない

える労力の提供

根本的な解決

めるという

をやろうとしても、

維持していくということ

がＰＴＡにして

をつくってお手伝

したんですけど。パトロール

という組織

どもたちを取り締まるという

活動をやめました

委員会でパトロール

をしてもらうように変

そのＰＴＡ

が少ないのなら

ＰＴＡという形

いばかりしている

にやらせているのでは、みんな

 

地区懇談会など、

してもらえるような

行事をしなくても

抱えている

それもできていない。 

 

500 円持って

わせるバザーはおかしい

ってお化け

げとかヨーヨーつりとかのコーナーを受け

になっているのはやはりよくない

提供とお金

解決のために

めるという活動をしました

、関わらないし

していくということ

にして、もっと

手伝いをしてほしいと

パトロール活動をしてほし

組織がどういうふうに

まるという目

をやめました。 

でパトロールをするのは

変わっていました

ＰＴＡが本来の活動

ないのなら、どうしたらみ

形だけ残っていて

いばかりしている。そのお

みんなＰＴＡが嫌

、本来の活動

してもらえるような工夫

をしなくても、子

えている問題、悩んでいるこ

って行って、

わせるバザーはおかしい。 

け屋敷や迷路

け持った。もちろん

になっているのはやはりよくない。 

金を出すということに

のために動くというのが

をしました。 

わらないし、参加

していくということ自体が

もっと学校教

いをしてほしいと

をしてほし

がどういうふうに学

目になって

をするのは大変

わっていました。 

活動をして

どうしたらみ

っていて、Ｐ

そのお手伝い

嫌になって

活動を行って

工夫をして、

子どもの教

んでいるこ

、それでは

迷路をつくっ

もちろん子

すということに

くというのがＰ

 

参加

が

学校教

いをしてほしいと

をしてほし

学

になって

大変

をして

どうしたらみ

、Ｐ

い

になって

って

、

教

んでいるこ

それでは

をつくっ

子

すということに

Ｐ
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◆図書室を開

ださいと行政

置しており

室を開けるためにと

ことがボランティア

集というのならまだわかりますが

◆子どもたちは

出しもある

どもたちから

◆田植えの時

親たちがやるようになってしまった

ろがある。

◆授業参観と

に手を出してはダメ

◆学校の手伝

◆それは個人

◆ＰＴＡが引

◆いったいどこから

◆振り分けすればいいんです

◆ＰＴＡの事業仕訳

◆学校の主人公

ない。ＰＴＡ

◆子どもたちを

っている。

◆ＰＴＡで一番大切

つくること

ＰＴＡの仕事

◆今のように

をしているの

択するというように

◆ＰＴＡは親自身

いくこともある

利条約のことを

学校のお手伝

◆親が忙しすぎていっぱいいっぱい

ればかり考

◆昔から参加者

今は「やれる

◆私は仕事していなかったし

ていた。今

うに学校のお

開けるために

行政に要望

しており、うちの

けるためにと

ことがボランティア

というのならまだわかりますが

どもたちは 5・6 年生

しもある。親たちがボランティアで

どもたちから奪ってしまうことになると

時も、稲作委員

たちがやるようになってしまった

。稲作委員

と同じで、

してはダメ

手伝いをしたいという

個人でやればいい

引き受けてしまって

いったいどこからＰＴＡ

けすればいいんです

事業仕訳！

主人公は子どもたち

。ＰＴＡ活動にも

どもたちを楽しませようとか

。 

一番大切なことは

つくること。一緒に

仕事。 

のように、親に学校

をしているの？」と

するというように

親自身の学習

いくこともある。親

のことを話せない

手伝いばかりの

しすぎていっぱいいっぱい

考えている

参加者は少ない

やれる人がやる

していなかったし

今だってできる

のお手伝いばかりの

けるために親たちがボランティアで

要望すべき。松戸市

うちの学校はその

けるためにと図書室ボランティアを

ことがボランティア募集のお手紙

というのならまだわかりますが

年生になると

たちがボランティアで

ってしまうことになると

稲作委員の子どもたちが

たちがやるようになってしまった

稲作委員の子どもたちの

、親が関わることは

してはダメ。 

いをしたいという親

でやればいい。ＰＴＡ

けてしまって、

ＰＴＡを変えていけばいいんでしょうね

けすればいいんです。これは

！ 

どもたち。子

にも、そういう

しませようとか

なことは、学校

に子どものことを

学校の手伝いばかりさせていると

と陰で言う親

するというように、ＰＴＡのあり

学習の場でもある

親が『子どもの

せない。 

いばかりのＰＴＡ

しすぎていっぱいいっぱい

えている。 

ない。限られた

がやる」ということが

していなかったし、ＰＴＡ

だってできる人はいるはず

いばかりのＰＴＡ

たちがボランティアで

松戸市では

はその中の一つで

ボランティアを

手紙にも書

というのならまだわかりますが。 

になると委員会活動

たちがボランティアで貸

ってしまうことになると

どもたちが

たちがやるようになってしまった。親

どもたちの出番

わることは参観

親たちがいっぱいいるんですよね

。ＰＴＡとして

、今度は大変

えていけばいいんでしょうね

これはＰＴＡ

子どもたちをお

そういう視点が
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◆見かねて動き始める人たちが増えていけば、それを見て周りの人たちが気付いていく。 

◆貧困は自己責任というふうにとらえる社会的な目が根強いのだと思う。だから、貧困の状

態にある人たちがそれを隠そうとする。 

◆みんな自分たちで何とかしないといけないと思い込んでいるのだけれど、それは違う。そ

れを何とかするのが政治。 

◆政治と生活は密着しているもの。 

◆そういうことをＰＴＡで勉強してほしい。貧困の問題は自己責任で解決すべきものではな

く、誰もがそういう状態になりうることなのだから、最低限の生活は保障できるような社

会にしないといけないと。 

 

お金のことに親はもっと敏感になってほしい 

 

◆教育費の父母負担の問題は、しっかり取り組まないといけないですよね。中学校の修学旅

行に 6 万円以上かかる。これはあまりにも高額。できるだけお金がかからないように努力

してもらう。どうしても教育活動に必要なものは行政が予算を組む。どの家庭でも 6 万円

というのは大きな金額だと思う。根本的に見直してもらいたい。 

◆この修学旅行の費用は、以前は積立していたけれど、今は積立をしない。だから 1 度に支

払わないといけない。 

◆就学援助で修学旅行費用は支給されるのだけれど、立て替え払いしないといけない。そし

て立て替えた費用が戻ってくるのは年度末近く。全部の学校の修学旅行が終わってから、

精算をして返すかららしいです。就学援助の認定は毎年行われ、4 月に申請して 6 月に認

定がされるので、その前に修学旅行があるから無理だと。この立て替え払いの制度を何と

か変えたいですね。 

◆やはり修学旅行の積立金をした方がいいですね。以前は 1 年生入学した時から、林間と修

学旅行の費用は口座引き落としで積立していましたよ。なぜやらなくなったのだろうか。 

◆小学校 1 年生の孫の学校徴収金の明細があるのだけれど、給食費、教材費、ＰＴＡ会費等

で年間約 6 万円。それを 5 月から 2 月までの 9 回に分けて口座引き落としされる。これ以

外に、校外学習費は現金徴収。1 年生だからピアニカ、算数セット、絵の具などの購入も

お金がかかる。体操服、上履き、全部でいくらかかるんだろう。 

◆一つ一つは少額でも、全部合わさると相当な金額になる。 

◆こういうお金のことに親はもっと敏感になってほしい。「お金がかかって大変！」で終わら

せないで、本当に必要なものなのか、父母負担しなければいけないものなのか、公費で出

すべきものではないのか、声を出してみんなで考えてほしい。 

◆また松Ｐ研としても、この父母負担の問題は取り組んでいかないといけないですね。ＰＴ

Ａからの寄付についても教育委員会と交渉した方がいいですね。 

◆部活動の問題も取り組まないと。取り組むべき問題がいろいろありますね。 

（まとめ：浅井ゆき） 

 


